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地域自治センターだより

丸子地域行事イベント予定（令和4年1月～3月）

 1月 18日 第36回みんなの人権セミナー第1講座
 2月 16日 第36回みんなの人権セミナー第2講座
 3月 10日 第36回みんなの人権セミナー第3講座
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Proud!
Japan

復興を支援しよう

本紙に掲載しているイベント等は、
新型コロナウイルス感染症の状況で
中止や延期となる場合があります。

　「第14回上田市花と緑のまちづくりコンクール」の
学校部門で、丸子中学校が最優秀賞を受賞しました。
令和3年12月18日（土）にサントミューゼでコンクー
ルの表彰式が行われました。    （P4～5に関連記事）
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義仲公の主要年表

　
木
曽
義
仲
公
は
、
平
安
時
代
末

期
の
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
年
）、

後
白
河
法
皇
の
皇
子
で
あ
る
以
仁

王
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
信
濃
で

挙
兵
し
、
北
陸
、
京
へ
と
兵
を
進

め
平
家
を
追
討
し
ま
し
た
。

　
源
頼
朝
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
武

将
で
、
丸
子
地
域
の
御
嶽
堂
地
籍

の
依
田
城
を
拠
点
に
挙
兵
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

義
仲
公
は

  

依
田
城
で
挙
兵 　

木
曽
義
仲
公
は
、地
元
の
豪
族
で
あ
る
依
田
氏
、

丸
子
氏
、長
瀬
氏
が
迎
え
入
れ
、丸
子
地
域
に
逗
留

し
な
が
ら
挙
兵
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
丸
子
に
逗
留
し
て
い
た
約
２
年
半
、依
田
城
跡
、

義
仲
の
舘
跡
、
そ
し
て
義
仲
公
に
仕
え
る
女
性
武

者
・
巴
御
前
の
お
歯
黒
の
池
な
ど
、
木
曽
義
仲
公

に
ま
つ
わ
る
史
跡
等
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

丸
子
に
史
跡
が
多
く
存
在

治承４年 ４ 月 以仁王が令旨 平家討伐を全国に呼び掛け

治承４年 ９ 月 義仲 信濃で挙兵 小見、会田の小競り合い 市原合戦

寿永元年10月 横田河原の戦い 兵力3千で平家方城氏軍を破る

寿永２年 6 月 倶利伽羅峠の戦い 平家正規軍10万を壊滅させる

寿永３年 1 月 後白河法皇院宣 義仲公　征夷大将軍となる

年　代 出来事 あらまし

　
今
年
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
は
、
北
条
義
時

が
鎌
倉
幕
府
の
最
高
権
力
者
に
上
り
詰
め
る
姿
が
描
か
れ
ま
す
が
、
源
氏
の
棟
梁
の
座
を

源
頼
朝
と
争
う
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
「
木
曽
義
仲
公
」
が
登
場
し
ま
す
。

　
こ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
に
合
わ
せ
て
、
令
和
４
年
は
一
年
を
通
じ
義
仲
イ

ヤ
ー
と
し
て「
木
曽
義
仲
祭
り
」を
開
催
し
、多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
木
曽
義
仲
公
と
丸
子
地
域
の
ゆ
か
り
を
紹
介
し
ま
す
。

信
州
丸
子
義
仲
祭
り
を

                 

開
催
し
ま
す

信
州
丸
子
義
仲
祭
り
を

                 

開
催
し
ま
す

令和４年
は

義仲イヤー

よ
し       

な
か

ほ
う 

じ
ょ
う  

よ
し  

と
き

と
う
り
ゅ
う

ご   

し
ら 

か
わ  

ほ
う 

お
う
　
　  お
う   

じ

お
う

も
ち 

ひ
と

じ 

し
ょ
う

りょう   じ

じゅ  えい

いん ぜん せい  い   たい しょう ぐん

じょう

く      り    か    ら  とうげ

と
も
え 

ご    

ぜ
ん

と
う 

り
ょ
う

み
な
も
と
の
よ
り
と
も



信州丸子義仲情報
ホームページやＳＮＳで
情報発信してまいります。
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地
元
で
活
動
さ
れ
て
い
る「
木
曽
義
仲
信
州
丸
子
会
」

で
は
こ
れ
ま
で
、
義
仲
桜
ま
つ
り
や
、
義
仲
公
ゆ
か
り

の
史
跡
整
備
、
史
跡
の
案
内
な
ど
の
伝
承
活
動
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
か
ら
４
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る

「
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
」
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
で
活

動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
義
仲
挙
兵
武
者
行

列
や
史
跡
め
ぐ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　「
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
」
を
令
和
３
年
に
開
催
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
、
一
年
延
期
と
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
に
根
付
く
伝
承
活
動

　
そ
ん
な
中
、
今
年
の
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
に
、
木
曽
義
仲
公
が
登

場
す
る
こ
と
か
ら
、
今
年
４
年
は
一
年
を
通
じ
て
「
義

仲
イ
ヤ
ー
」
と
し
て
、「
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
」
を
開

催
し
、
出
演
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
信
州
丸
子
義
仲
武

者
行
列
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
下
記
の
募
集
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年「
義
仲
祭
り
」を
開
催

インスタグラム

   木曽義仲信州丸子会

代表  小林 秀男 氏

　信州丸子義仲祭り実行委員会では、
『信州丸子義仲祭り』を一緒に盛り上げ
てくださる方を募集しています。
　木曽義仲挙兵の地である丸子地域の
魅力発信やイベントの企画・開催など
を行います。
　興味のある方は事務局までご連絡ください。

　皆
さ
ん
と
絆
を
持
っ
て

祭
り
を
行
い
、
丸
子
地
域

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

で
す
。
祭
り
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
内
外
の
義

仲
好
き
の
皆
さ
ん
と
交
流

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
交

流
を
継
続
し
て
い
き
た
い

で
す
。

信州丸子義仲祭りを
一緒に盛り上げませんか

義仲公の舘跡

平成29年  信州丸子義仲武者行列

信
州
丸
子
義
仲
祭
り
へ
の
思
い

問 信州丸子義仲祭り実行委員会事務局
　（地域振興課内）電話42-1041／有線24510

応募いただいた方
には、上田市出身漫画家

の西川かおり先生著
の「義仲と丸子」を

差し上げます。

市ホームページ

フェイスブック ツイッター
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配布花苗のご紹介（一部）

金魚草
金魚に似た可愛い
花を咲かせます。

日々草
次々と小さな花を
咲かせます。

百日草
大きめで華やかな
花が咲きます。

千日紅
ポンポンと花のような
苞（ほう）を付けます。

問 建設課（管理担当）  電話42-1032／有線24552

練合たのしみ会練合公民館上長瀬区 金井無尽会尾野山長寿会

東組自治会西組花好会長瀬町組公民館 下長瀬花の会長瀬中央たんぽぽの会

坂井区協議委員会石井花と緑の会宮原花と緑の会 坂井元気会権現花と緑の会

藤原田花と緑の会郷仕川原区民花いっぱい草花愛好会南方友和会 音楽の里づくり推進協議会南方自治会

南原柏葉クラブ上平南自治会狐塚ゆずりはクラブ まるこ福祉会りんどうの里

八日町福寿会辰ノ口協議会南原区 東街道花の会内村いろりの会

北原自治会

丸子地域の花と緑のまちづくり
　旧丸子町当時の平成8年から推進された「うるおい景観まちづくり事業」の「花いっぱい運動」は、平成
12年に“花を活かした街づくりに住民の声を反映させよう”と発足された「花と緑のまちづくりデザイン会議」
へと広がりました。平成18年3月上田市との合併後、事業の再編を経て「花いっぱい運動」は今も続いています。
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　地域の景観美化を推進する「花と緑のまちづくり推進事業」で
は、今年度丸子地域で９種類の花を用意し、75団体に57,816本
の花苗を配布しました。管理されている皆さんの工夫と毎日の手
入れにより今年も道路沿いが豊かな彩りになりました。

花だより 令和3年版

第14回上田市花と緑のまちづくりコンクール表彰花壇紹介

和子自治会ふれあいの会平井紅葉会高梨原前花いっぱいの会 下和子榎実会鹿教湯温泉観光協会

海戸自治会三反田区花いっぱいの会腰越花花・花桃の会 つゆ草橋通り花壇辰ノ口花クラブ

下丸子福寿会中丸子やまびこ会R152フラワーライン花木会 上組あすなろ会沢田福寿会

北原ひまわりクラブ飯沼五月会三角長寿会 茂沢長生クラブ中山青少年育成会

丸子地域の花壇紹介

丸子公園チューリップ

丸子中学校荻窪花の会ろうきん丸子花の会御嶽堂上組フラワーガーデン

〈団体部門（50㎡未満・プランターの部）〉 〈団体部門（50㎡以上）〉 〈学校部門〉

優秀賞 優秀賞 優秀賞 最優秀賞



丸子地域自治センターだより  第84号
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こ
ん
に
ち
は
。
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
小
林
で
す
。今
回
は
12
月
4
日（
土
）

に
行
わ
れ
た
「
ワ
イ
ン
の
入
門
セ
ミ

ナ
ー
」
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
！

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
を
対
象
に
、

椀
子
が
誇
る
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ぶ
ど
う
畑
と
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学

し
て
も
ら
っ
た
後
、
椀
子
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
ワ
イ
ン
を
使
用
し
て
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
、
楽
し
み
な
が
ら
も
、
真

剣
に
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
学
ん
で
い

る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
よ

MARIKO
Winery

椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
だ
よ
り

ま
り      

こ

Vol.5

【
ワ
イ
ナ
リ
ー
近
況
】

 

ワ
イ
ン
の
入
門
セ
ミ
ナ
ー

り
一
層
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
ワ
イ
ン

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
ね
。

お
し
え
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
長
！

　Q 

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
冬
の
作
業
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A
　皆
さ
ん
が
ぶ
ど
う
畑
と
聞
い
て
イ

メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
収
穫
だ
と
思

い
ま
す
が
、
実
は
冬
季
に
行
う
ぶ

ど
う
の
樹
の
剪
定
作
業
も
と
て

も
重
要
な
作
業
に
な
り
ま
す
。

　
　 

芽
の
数
や
樹
の
か
た
ち
等
、
こ
れ

か
ら
ぶ
ど
う
の
樹
が
ど
の
よ
う
に

育
ち
実
を
つ
け
て
い
く
か
見
据
え

て
枝
を
剪
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
　 

海
外
だ
と
剪
定
専
門
ス
タ
ッ
フ

も
い
る
く
ら
い
専
門
知
識
が
必

要
な
作
業
に
な
る
た
め
、
椀
子

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
基
本
的
に
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ

て
い
ま
す
。
時
期
は
、
12
月
中

旬
か
ら
3
月
下
旬
く
ら
い
ま
で

に
な
り
ま
す
。

　
　 

冬
季
に
行
う
の
で
、
寒
く
て
大

変
で
す
が
、
重
要
な
作
業
の
た

め
、
ぶ
ど
う
の
樹
１
本
１
本
丁

寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

剪
定
講
習
会
等
に
参
加
し
な
が

ら
、
日
々
、
知
識
の
習
得
に
も

励
ん
で
い
ま
す
。

ワイナリー長
小林  弘憲 さん

　「腰越村記録の会」は、腰越の歴史をより多くの人
に知ってもらい後世に伝えていこうと、市わがまち魅
力アップ応援事業により活動を行っています。
　依田川に架かる腰越橋近くのミニ公園に、「深山・向井・町」
の3地域のマップや史跡等を紹介した看板「腰越鳥瞰図」
を設置し、12月3日（金）に除幕式が開かれました。
　柱につけた箱に「歴史探訪  腰越ふしぎ発見探検ガイ
ドマップ」を入れて
配布しています。皆
さん、マップを手に
取って腰越地区を
巡ってみてはいか
がでしょうか。

「腰越村記録の会」案内看板除幕式

　全国でもめずらしい登り窯がある西内小学校では、
毎年、登り窯の活動が行われています。
　12月3日（金）に6年生の卒業制作・来入児による陶芸
が陶芸家の宮上 誠治先生の指導のもと行われました。
　児童や園児たちは、とても真剣に制作に取り組み、個
性あふれる素敵な作品が出来上がっていました。
　2月2日（水）～18日（金）まで、同小学校で登り窯児
童作品展が行われる予定です。

西内小学校　陶芸活動

　長野大学生が学生目線で『丸子地域』を盛り上げたい！
と考え、12月5日（日）に信州国際音楽村で「まるまち～
マルシェでまちを、まあるい笑顔に～」を開催しました。
　丸子地域のお店の商品を学
生が買取販売するコーナーも
ありました。楽しいイベントが
たくさんあり、来場者の皆さ
んはとても楽しんでいました。

長野大学生によるマルシェ「まるまち」

問 地域協議会事務局（地域振興課内） 電話42-1041／有線24510

●第７回 丸子地域協議会開催（11月25日）
　　陣場地区有機物リサイクル施設、げんきまるこ産業

フェスタ代替事業、国道254号「道の駅」整備計画、内
村橋の開通について報告をしました。

●第８回 丸子地域協議会開催（12月21日）
　　丸子地域の通学路における危険箇所について報告を

し、令和4年度に予定している地域振興事業基金（持ち
寄り分）充当事業について協議をしました。

ちょうかんず

丸子地域協議会だより
市民協働によるまちづくり



図書館だより ～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

カブトムシの館長さん 丸子地域自治センターだより  第84号
丸子図書館の
QRコードは
⬅ こちら

11月27日（土）に、「図書館まつり」を開催しました
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　丸子図書館では新型コロナウイルス対策の関係から昨年度は中止としていた「図書
館まつり」を、２年ぶりに開催しました。通常の開館をしながら各種のイベントとして、
移動図書館車「あおぞら号」の展示や、クイズ形式で館内を巡る「図書館探検隊」、「ぬ
いぐるみおとまり会」などを実施いたしましたが、特に午前10時から12時まで行っ
た「リサイクルブックフェア」には148名の皆さんがご来場され、720冊の本や雑誌
を新しい持ち主の皆さんにお渡しする事が出来ました。開館10周年となる来年度も
開催を予定していますのでご参加をお待ちしています。

　本書は1966年の原本刊行から
50年を経た2016年に「読み直す
日本史」シリーズとして復刊され
たもので、当時から専門研究者
による類書が少ない「木曽義
仲」について、『源平盛衰記』や
『平家物語』諸本等の叙述を参
考に、人物像とその生涯をまと
めあげた一冊です。

　木曽義仲が丸子で生活をし
ていた時期があり、平氏に対し
て丸子の地から挙兵して、北陸
各地で戦いながら京の都まで
攻め上った事は意外と知られて
いないのではないでしょうか。
　上田市出身の漫画家が地域
の歴史について熱く書き下ろし
た冊子です。

題　名 「義仲と丸子～木曽義仲と清水義高」
漫画・絵／西川  かおり

◆ 司書のおススメ本 ◆ １月からのタワー特設展示は「木曽義仲」です。図書館司書がおススメする本を２冊紹介します。
題　名 「木曽義仲」
著　者／下出  積與　発行所／株式会社  吉川弘文館

第 1 講座
令和4年1月18日（火）午後6時15分～
演題／「それはお母さんのこと」…、娘からの返信『地球市民』
講師／小林　妃都美さん　　ＮＰＯ法人  人権センターながの  教育部会

こばやし          ひ    と    み

第 2 講座
2月16日（水）　午後6時45分～
演題／「楽しくなければ学校じゃない。」
講師／森　大和さん　　学校法人上田煌桜会  さくら国際高等学校長
　　　須坂東高等学校長、上田染谷丘高等学校長、上田市教育長を歴任。
　　　子どもを取り巻く諸問題、親や地域の大人にできることを考えます。

もり          や ま と

第 3 講座
3月10日（木）午後6時15分～
演題／僕はボクだから　～障害って何だろう？～
講師／山崎　福太郎さん　　信州大学教育学部付属 特別支援学校高等部教諭
　　　2014年ソチパラリンピックアルペンスキー日本代表
　　　自身の体験談、共生社会を実現するために必要なことを考えましょう。

やま ざき　       ふく  た   ろう

（※ 展示本などに「禁帯出」表示がある場合には館外への貸出ができませんので、館内でご覧ください）

第36回 みんなの人権セミナー

公民館からのお知らせ

丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子地域教育事務所  人権教育係　電話42-6682／有線24802

問 丸子地域教育事務所  社会教育係　電話42-3147／有線24722

●会場／丸子文化会館
　　　　小ホール

　フリーWi-Fiが入りました。利用されたい方は、
公民館へお問い合わせください。

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602

定員
80名
程度

入場
無料
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問 建設課（土木担当）　電話42-1031／有線24561

問 税務課（市民税係）　電話23-5115

除雪作業にご協力ください
　　　　　　市では、冬期間の安全な道路交通
を確保するため、除融雪作業を市内の業者に委
託し、効率的な除雪に努めています。作業は、
市が管理するバス路線や主要な道路を中心に指
定し、除雪や凍結防止剤の散布を行います。
　大雪等に備え、特に右記について、市民の皆
様のご理解とご協力をお願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止に配慮し、今年度もお住まいの地区ごとに申告日を割り振らせていただきます。
また、申告者を待たせないよう体制を見直し会場を統合しました。ご理解ご協力をお願いします。
　詳しくは、1月16日付け自治会経由で配布する「市民税・県民税申告の手引」でご確認をお願いします。
　市ホームページでも確認できます。

※割振日に申告できな
い方については、別
の 日 程 や サ ン ト
ミューゼなど別会場
にお越しください。

❶ 路上駐車や荷物の放置はやめましょう
作業の支障となり事故につながる恐れがあるため大変危険です。

❷ 道路・水路に雪を出さないでください
思わぬ交通事故や水害の原因になりますのでご遠慮ください。

❸ 自宅前の除雪をお願いします
作業により戸口や車庫前に寄せられた雪の処理にご協力ください。

❹ 騒音等にご理解をお願いします
早朝や夜間作業による騒音等でご迷惑をおかけする場合があります。

【会場：丸子地域自治センター（土日は除く）】

問 クアハウスかけゆ 電話44-2131／有線29762
申込み、詳しい内容については施設へお問い合わせください。

●水慣れからクロール・背泳ぎの初歩から完成を目指します。
　対　　象／小学生・定員15名【要予約】
　開催日時／令和4年1月23日(日)、2月20日（日）、3月20日（日）
　　　　　　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料100円がかかります。
　　大人付き添い入館100円

●平泳ぎコース（基本から完成を目指します。）
　対　　象／小・中学生・定員10名【要予約】
　開催日時／3月27日(日)　午前10時30分 ～ 11時30分
　※入館料（500円）の他に受講料300円がかかります。
　　大人付き添い入館100円

クアハウスかけゆ　イ ベ ン ト 情 報
こども水泳アドバイス

水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会

地域の宝 ～水辺環境を保護しましょう～

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会事務局（地域振興課内）　電話42-1011／有線24510

委員会において募集しました「川の絵・川の写真」に、ご応募いただいた作
品を下記の場所にて展示します。素晴らしい作品の数々を、ぜひご覧ください。

●場所　丸子地域自治センター玄関ロビー ●場所　丸子ファーストビル1階フリースペース
●期間　1月17日（月）～2月18日（金）※土日・祝日休み ●期間　2月28日（月）～3月25日（金）
●時間　8：30～17：15  ●時間　10：00～17：00

川の絵・川の写真を展示します

　本紙に掲載しているイベント等は、新型コロナウイルス
感染症の状況で中止や延期となる場合があります。

市県民税の申告日が地区割りに  会場がひとつになります

【会場に行かなくても申告できます！】
●申告書は、センターに設置する提出箱への投函や郵送でも提出いただけます。
●「所得税の確定申告」が必要な方はインターネットを利用した電子申告をご利用ください。

ホームページ
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   申  告  日        自　治　会 地区
2月 24日（木） 西内・平井
2月 25日（金） 荻窪・和子・下和子 内村 
2月 28日（月） 辰ノ口 
3月 1 日（火） 石井・坂井
3月 2 日（水） 狐塚・郷仕川原・南方 塩川 

3月 3 日（木） 藤原田 
 下長瀬 長瀬3月 4 日（金） 上長瀬・長瀬中央 

   申  告  日        自　治　会  地区
3月 7 日（月） 腰越
3月 8 日（火） 中丸子 
3月 9 日（水） 三反田・下丸子 丸子中央 
3月 10日（木） 海戸・沢田 

3月 11日（金） 八日町 
 御嶽堂
3月 14日（月） 北原・茂沢・尾野山   依　田 
3月 15日（火） 飯沼 

－次号の丸子地域自治センターだよりは、令和4年3月に発行予定です。－


